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令和７年７月吉日 

第１７９号 文京稲門会 会員の皆様へ 

 

 ６月２２日の定時総会は無事に終了しました。今回は早稲田大学競走部 駅伝監督の

花田勝彦さんの講演もあり、可愛いお子様たちも参加して楽しい会となりました。 

また、６月の活動と今後の予定について、下記の通りご連絡いたします。もうジメジメ

した梅雨も終わり、暑ーい夏に入ります。皆様は如何お過ごしでしょうか。 

 

記 

 

１．これまでのご報告  

（１）定時総会の開催に伴い、６月の月例会はお休みしました。 

 

（２）６月１３日（金）お散歩会（地元のミュージアムを訪ねる・第２弾）レポート！！ 

６月１３日（金）の目的地は＜東大の「健康と医学の博物館」＞＜ドナルド・マクドナ

ルド・ハウス東大＞＜わだつみのこえ記念館＞だった。距離は東大構内で近いといえば近

いのだが、朝１０：００から歩きだして遅めのランチにありついたのは、午後２：００を

回っていた。どれも期待以上に見ごたえがあった。健康と医学の博物館は、狭いながらも

医学の歴史がコンパクトにまとめられており、さらに子供にも理解できるように、体の構

造などがわかりやすい模型や絵本も展示されていた。 

マクドナルド・ハウスは、子供の病気の治療のために付き添う家族のための宿泊施設であ

る。 

東大構内・池之端門のそばにあり、２０１１年（東日本大震災の年）に建てられた。設立

当初から、ボランティアとして運営に携わっている当会会員の岡本香織さんが、丁寧に館

内を案内してくれた。 

そして、わだつみのこえ記念館は、太平洋戦争の際に学徒出陣した本人が、家族にあてた

手紙・はがきの実物が展示されていた。幸運にも、ここでもスタッフから説明を伺うこと

ができた。情熱をこめた説明には、聴いている私たちも、頭が下がる思いがしたのだった。 

今回は初参加の人が４名もいて、総勢１０名となった。少しずつ参加する人が増えていく

のも嬉しい。次回は あなたもどうぞ！！ 

（担当幹事 平井ゆき子 記） 

ドナルド・マクドナルド・ハウス東大にて 
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（３）６月２２日（日）定時総会 

２０２５年６月２２日（日）１１：３０から、文京稲門会 定時総会・講演会・懇親

会が、東京ドームホテル 地下１階「シンシア」で開催されました。出席者は来賓１２

名、会員・家族がお子様４名を含めて５２名、学生招待者３名の計６７名。小倉副会長

の軽妙な司会で、つつがなく進行しました。 
 

総会に集まっていただいた方々の集合写真 
 
１）定時総会 

定時総会では、特段の問題もなく、すべての議案が承認されました。 

今回、下記の４名の方々が、新たに役員になりましたので、宜しくお願い致します。 

浅尾悦子さん    星 景子さん   大和加代子さん   入田丈司さん 
 
２）講演会 

講師は、早稲田大学競走部 駅伝監督の花田勝彦さん（１９９４年人間科学部卒）。 

滋賀県立彦根東高校出身の花田さんは、１９９３年の箱根駅伝では総合優勝に貢献。 

卒業後は、エスビー食品に入社して、アトランタ、シドニーの両オリンピックに出場し、

引退後は上武大学を箱根駅伝初出場に導き、ＧＭＯアスリーツで監督として６年指導の

後、早稲田大学の駅伝監督に就任されました。 

花田監督の話で印象的だったのは、 

〇選手には、練習など自分のやり方を、自分で考えて練習させる。 

〇箱根駅伝が最終目標ではなく、将来を見据えて“競技者設計”をしている。 

有望な新人２名（鈴木琉胤、佐々木 哲）には、大学１、２年の間は無理をさせず、 

大学４年の時のロサンゼルス・オリンピックに照準を合わせ、卒業後に大きく花開い

て欲しいと思っている。 

〇箱根駅伝の時には、「早稲田がんばれ」ではなく、「〇〇（選手の名前）、がんば

れ！」と応援したくなるチームを目指している。 
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・・・とのお言葉が印象的でした。 

講演中の花田監督 
 
 ３） 懇親会 

従来は、“出席会員最年長”の方に乾杯の発声をお願いして参りましたが、今回は趣

向を変えて、“一番最初に受付を済ませた方”に乾杯の発声をしていただくことになり、

栗原 崇さんにお願いしました。栗原さんは、奥様の今堀まゆみさんとお子様とご家族

３人で参加されました。総会の重い雰囲気でなく、子供たちのキャッキャッと遊ぶ風景

が、文京稲門会には似合っています。 

     乾杯の発声をお願いした栗原さん     栗原さんと娘さん 

    

また、今年の新年会以降の入会等で、今回、総会初参加の岡本香織、角谷正樹、高橋和

則、青木謙二郎、天野 仁、平井義一の皆様から一言ずつ、ご挨拶を頂きました。 

岡本さん   角谷さん  高橋さん   青木さん  天野さん  平井さん 
 
尚、私の撮影した写真は、期間限定（１ヵ月程度）で、下記のアマゾンフォトに格納し

ましたので、ご興味のある方はダウンロード可能です。 
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<https://www.amazon.co.jp/photos/share/gUL8i5AsRQ5yqXA1Bie6vE0zRo1a3kPQEuXGv

BjOVGF> 

                          （広報担当 清原 保 記） 
 
２．今後の行事 

（１）７月７日（月）１９時１５分～２１時１５分頃 月例会 

基本的に毎月開催している月例会ですが、次回のゲストには、スポーツニッポン新聞社

の記者を務めていらした永瀬郷太郎さん（岡山県立岡山朝日高出身、１９８０年政治経済

学部卒）をお招きします。 

永瀬 郷太郎 | 著者ページ | 東洋経済オンライン | 社会をよくする経済ニュース 

<https://toyokeizai.net/list/author/永瀬+郷太郎> 

永瀬さんは、「生涯一記者」として、スポニチの名物記者でしたが、野球殿堂の競技者

表彰委員会 代表幹事として、私が野球殿堂博物館に出向していた時には、お仕事をご一

緒させて頂きました。当日は、プロ野球の取材のことを中心に、思い出話等を伺って参り

たいと考えておりますので、どうぞお楽しみに！ 

尚、会場となるバーの個室を利用させて頂くにあたっては、人数の上限がありますので、

先着２０名様強までで申込締切とさせて頂きますから、なるべくお早めにお申込願います。 
 

記 

 
１．日時 ７月７日（月）１９時１５分乾杯予定、２１時１５分中締め予定 

    （会場となる個室は、１９時頃にオープン予定ですので、ご出席の方は、 

１９時頃から１９時１５分前までの間にお越し下さい。） 

２．場所 東京ドームホテル ６階 「バー２０００」の個室 

     https://www.tokyodome-hotels.co.jp/restaurants/list/bar2000/ 

３．会費 文京稲門会会員向けの特別価格で、お一人様６，０００円 

    （基本的なドリンク飲み放題、おつまみ付きです。尚、ご夫婦ともに文京稲門会

の会員の方々で、ご夫婦でご一緒にご出席される場合には、「夫婦割引」でお

二人で１１，５００円とさせて頂きます。また学生会員は、割引会費の５，５

００円で参加出来ます。） 

４．問合先 筆谷敏正 

 

５．その他 

  ・会場となる個室のオープンは１９時となります。１９時以降にお越し下さい。 

   １９時１５分に乾杯する予定ですので、それまでにお越し頂ければ幸いです。 

                           （月例会担当 筆谷敏正 記） 
 

（２）お散歩会 ７月２５日（金）１０：００ 

今回は番外編として 文京区の外に出かけます。 

そして今回だけは、＜事前申請が必要＞ですので、参加希望方は「名前・住所」をご連

絡下さい。 

１）実施日程７月２５日（金）集合場所は－地下鉄国会議事堂前駅・①出口地上－です。 

  集合時間は１０：００です。 

２）見学場所 国会議事堂・憲政記念館 

３）申し込み７月１９日（土）まで先着１５名といたします。 

４）申し込みには、＜名前・住所＞が必要です。 
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会員のメーリングリストか、下記の平井の個人 mail までご連絡ください。 

    例：「７/２５お散歩会に申し込みます。名前・住所」  

  皆様のご参加をお待ちしています。 

 

その後の予定 

・８月８日（金）岩崎邸庭園・三菱資料館 

１０月、１２月も予定しています。 

実施１か月前から、またご案内を出します。特に事前予約は不要です。（７月は必要） 

気が向いたら、ふらりとお出かけください。 

(担当幹事 平井ゆき子 記） 

 

（３）１０月１９日（日）稲門祭 

稲門祭のホームページは <https://www.wasedaalumni.jp/tomonsai/> 

実行委員長挨拶 <https://www.wasedaalumni.jp/tomonsai/tomonsai-greeting.html>

から。 

２０２５稲門祭のテーマは、「ありがとう早稲田～散じて集まる稲門の絆～」です。 

「ありがたい」とは、「有り難い」とも表記されるように、感謝の意だけではなく「め

ったにない、またとない」という意味も含まれています。母校への感謝があることは言

うまでもありません。 

その上で私たち校友は、卒業をきっかけに年代や地域など、バラバラに散ったものの、

校友会活動を通じて再び集まり、稲門といういわば「有り難い、めったにない、貴重な

絆（ネットワーク）」でつながり、お互いを刺激し合うことで、各々の経済活動や人生

でのさまざまな気付きや、母校への貢献を通して豊かな喜びを享受することに目を向け

ようと、このテーマにしました。 

 

因みに、今年の実行委員長の鈴木紳互さんは、筆谷会長と入学同期で、先日の総会にも、

来賓としてお越し頂き、ご挨拶頂きました。 

 

◆稲門祭記念品の販売 

 今年の稲門祭記念品の販売について、文京稲門会の皆様にご案内したところ、無事目標

金額に達しました。ご協力ありがとうございました。 

                （記念品販売担当 清原 保） 
 

文京稲門会 役員一同 

会長 筆谷 敏正(1986 一文) 
副会長 高木 淳 （1986 一文 

 小倉 保志(1990 法学) 

 田上 睦深(1991 法学) 
 大谷 龍生(2006 商学) 

幹事長 谷口 和彦(1991 一文) 
副幹事長 清原 保 (1973 理工) 

 廣野 正治(2000 政経) 
幹事 平井ゆき子(1970 法学) 

浅尾 悦子(1981 教育) 

星  景子(1986 法学) 

沼野 藤仁(1991 理工) 
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大和加代子(1998 政経) 

入田 丈司(2005 理工研) 
監事 内田 佑司(1967 理工) 

河合 早苗(1975 政経) 
 

（文京稲門会ホームページ： http://bunkyo-toumon.info/ ） 

以 上 




